
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

森本　玲

エンジェルハィロゥ
ブラックドッグ

UGNエージェントA

17

命令

義理の両親

恐怖

汚れ仕事

高校生

男

41

殺意

2
4
2
0

1
0
0
0

0
0
2
1

1

3
4
5
1

36
13
13
18
36

3 6
1 1

4

UGN2 2

RCブースター
RCブースター

ダーマルプレート
敗者の王冠＜ペルデドール・ディ・コルナ＞

　　
　　
　　
ＲＣ

0
0
0

10r+10 23

RC判定の達成値+2
RC判定の達成値+2

最大HP+5
侵食率100%以上時、コスト21、達成値+4、CL値-3、「シーン：選択」、1シナリオ1回

0 0

寺島 言葉
佐々木アキヒロ

純愛
信頼

偏愛
悔悟

辞世の句

4 0

ワーディング

リザレクト

ライトカスタム

フルインストール

サイバーアーム

ハードワイアード

MAXボルテージ

コンセントレイト［ブラックドッグ］

雷の槍

スターダストレイン

真昼の星

セキュリティカット

★

0

★

1

2

3

1

2

3

3

★

★

-

1d10

-

5

-

-

4

2

2

6

-

1

オート

気絶時

常時

ｲﾆｼｱﾁﾌﾞ

常時

常時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

至近

至近

-

-

視界

視界

至近

至近

シーン

自身

自身

-

自身

自身

-

自身

-

シーン（選択）

自身

効果参照

自動

自動

-

自動

自動

自動

対決

-

対決

対決

自動

自動

-

↓100

-

100

-

-

80

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

【肉体】【感覚】のダイス判定に+1ｄ

そのラウンドの間、あらゆる判定ダイスに+「ＬＶ*3」、１シナリオ１回

素手のデータを変更。攻撃力+「LV+3」、ガード値：5、侵食率基本値+3

専用アイテムを常備化、侵蝕率基本値+4

攻撃力+10、判定のダイス-1個、SL回数のみ使用可能

CL値-SL

攻撃力+「Lv*2+4」の射撃攻撃

射撃攻撃の対象を「シーン：選択」、「射程：視界」に変更、攻撃力を-「20-Lv*5」、1シナリオに一回

極限まで視覚を拡大する、はるか彼方の星々すら見れる。

電子的なセキュリティやロックを解除する

幼少時、玲は啓示を聞いた。それは幸運か不幸か、彼は戦う力を手に入れた。
力を使い、戦うことは自身に居場所と満足感を与えた。
しかし力によって戦友に手を下し、家族と身体も失った。
そして玲は義理の両親と寺島言葉という、新しい居場所の獲得によって
危機を乗り越えながら、平穏を守る為に戦っている。

5歳の時、ジャームに襲われ、オーヴァードとなる。
ＵＧＮチルドレンとして所属する。

7歳から14歳までの時をＵＧＮチルドレン［雷の勝者＜トルエノ・デ・ガナドール＞］として訓練と任務をこなす。

14歳の時に両親の住む街で規模の大きい任務にて
両親が死亡する。そして上司であった佐々木アキヒコの暴走を
止める為に手を下す。更に戦闘にて身体を損壊、心身の状態からＵＧＮチルドレンを外され
ＵＧＮイリーガルになる。この時に登録名を［敗者＜ペルデドール＞］に変える。

15歳の誕生日に高校入学前に今の両親、森本家の養子となる。
この時期に寺島言葉とも知り合う。新しい環境の中、文学や芸術の趣味の合い、
家の近い事もあって、気の許せる友人となり高校も同じ事もあって、だんだん心惹かれていく。

思い出の一品は佐々木アキヒロから託された遺品であったが再会した時に返している。
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